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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文は、中国語資料における「周縁資料」の一つである唐話資料とは、どのような資料な
のかという問いを起点とし、唐話とは何かを考える中で、中国語の口語と白話の違いを知る手
がかりを与える存在として「周縁資料」を捉え直すことができるのではないかという観点から、
あらためて江戸時代の日本人による唐話資料を見直すと同時に、「話された言葉」が記述された
資料から、18、9 世紀頃の口語と白話の境界を探ろうとしたものであり、以下のような構成と
なっている。 
序論 近世東アジアにおける口語体中国語−中国・朝鮮	
  雍正朝檔案資料供述書の言葉	
  非漢語圏における中国語問答記録	
  話された言葉として書かれた中国語	
本論 近世日本における口頭中国語「唐話」の世界 
 第一編 江戸時代における口頭中国語の受容 
  長崎通事の唐話観 
  唐話資料史における『唐韻三字話』 
  『遊焉社常談』の唐話 
  近世日本における異文化知識の受容 
  18 世紀長崎における口頭中国語 
  唐話資料「小孩児」の語法について 
 第二編 岡島冠山と唐話 
  江戸時代の唐話資料における文体の変容 
  『唐話纂要』の「三字話」 
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  『唐話纂要』の不均質性 
  『唐話類纂』考 
  『唐話便用』の会話文における語彙と語法 
  附論 江戸時代の「唐話世界」 
 第三編 唐話と白話 
  『太平記演義』のことば 
  亀田鵬斎と『海外奇談』 
  『海外奇談』の語句の来歴と翻訳者像 
  大田南畝旧蔵「訳阿州孝子文」について 
結論 
  唐話の伝播と変化 
 
先ず、序論では、中国本土とヨーロッパに残されている清朝キリスト教檔案資料と、朝鮮半
島に漂着した中国船の尋問記録を取り上げ、その尋問と供述の言葉に用いられている代名詞、
疑問詞、語気助詞の使用状況を調査し、同じ案件を扱った資料が、中国本土とヨーロッパとに
残されていることから、両者に見られる相違点について言及した。 
本論は以下の 3 編から成る。 
第 1 編「江戸時代における口頭中国語の受容」は、長崎の唐通事に関係する資料である『訳
家必備』『唐韻三字話』『遊焉社常談』「小孩児」を取り上げ、唐通事による唐話資料の著者や成
立年代、資料間の継承関係を言語的な側面を中心に明らかにしている。同時に、ここで取り上
げた資料のいずれもが、代表的な唐話資料である『唐話纂要』との関係性が低く、『唐話纂要』
とは別の系統の唐話資料が存在していた可能性についても指摘している。 
第 2 編「岡島冠山と唐話」は、唐話と呼ばれた言葉の実態を、岡島冠山の資料を中心に据え
て捉えようとしたものである。特に、岡島冠山によって唐話として示された言葉が実は唐通事
の唐話とは異なるものであったことを指摘している。すなわち、岡島冠山の関係した唐話資料
が、唐話という呼称を冠せられてはいるものの本来の唐話、つまり唐通事によって話された中
国語としての唐話とは異質なものであり、唐通事の唐話がネイティブ話者の中国語と完全に同
じものではないにせよ、中国人と交わされた言葉であったのに対し、岡島冠山によって唐話と
称された言葉は、日本人どうしが中国語で話す場面を想定し作り上げられたものであったと結
論づけている。 
第 3 編「唐話と白話」では、翻訳の言葉として用いられた中国語に焦点を当て、唐話が唐通
事の実用ではなく、文人的な教養にどのように関わったのかを、タイプの異なる 3 つの資料か
ら読み解くとともに、言語面の相違点を提示している。 
結論では、再び岡島冠山を分水嶺として位置づけ、唐話という名前で呼び表された口頭中国
語の多様性とは、話された言葉が意識的に記述された唐話と、口頭で話されることを意図して
おりながらも実際に話された言葉が記述されたのではない「唐話」とが存在しているために引
き起こされた状況であることを指摘している。 
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
本論文は、文化交渉学の核心をなす「周縁からのアプローチ」という方法論に基づいて、中
国語研究資料における「周縁資料」の一つである唐話資料を中心に、「唐話」とは何かという、
これまで言い古された言葉でありながら曖昧にされてきた根源的課題に真正面から取り組み、
その本質を明らかにするとともに、中国語における「口語」と「白話」、あるいは、「話し言葉」
と「書き言葉」という「文体」の問題についても新しい切り口で一つの結論を導き出して、欧
文資料や挑戦資料とも併せて唐話資料の新しい資料的価値を見いだしたものである。 
「唐話」とは何かについて言えば、「唐話」の非均質性を指摘し、特に、岡島冠山の『唐話纂
要』と『譯家必備』などのいわゆる唐通事資料との違いを言語的側面から明確に区別し、それ
を「間接的接触による中国語」と「直接的接触による中国語」、あるいは、前者が「中国人に対
して用いられなかった、あくまでも日本人が学んだ中国語」と位置づけたことはこの論文の卓
見であると言えよう。 
また、「口語」と「白話」の問題に関しても、『忠臣蔵演義』『訳阿州孝子文』「『太平記演義』
『海外奇談』等の多くの唐話資料の内容を詳しく吟味し、口語と白話の違い、さらには、白話
の中でも異相が見られることを指摘し、文体論の研究に大きなインパクトを与えるものとなっ
ている。この他、欧文資料、朝鮮資料、漂流資料における「問答体」の形態における「問」と
「答」と「供」の差異についても興味深い知見を示している。 
以上、本論文によって、唐話研究および中国語史研究、文体論研究は新しい段階に入ったと
言うことができ、その意味で学界への貢献は極めて大きなものがあると考えるものである。 
もちろん、唐話資料以外にも、中国語学史研究に有効な資料として琉球官話資料群を始めと
して他にも多くあると思われるが、そうした他の資料との関連についての研究も今後の課題と
なるであろう。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
 
